
総合危険度
　建物倒壊や火災の危険性に、災害時活動の困難さを加味して、総合化したものが「総合危険度」です。

危険度の高い地域は、荒川・隅田川沿いの地域に加え、
品川区南西部や大田区中央部、中野区、杉並区東部など
に広がっています。

危険量の大きい町丁目から順位付けを行い、5段階の相対評価
となるよう、危険度ランクを割当て

地域危険度とは
　東京都は、東京都震災対策条例に基づき、おおむね５年毎に、地震に関す
る地域の危険性を地域危険度として測定し、その結果を公表しています。

　地域危険度測定調査では、都内の市街化区域を対象に、以下の危険性に
ついて町丁目ごとに測定し、5段階の相対評価としています。

火災危険度
　地震の揺れで発生した火災の延焼による危険性の度合いを測定したものが「火災危険度」です。
　出火の危険性、延焼の危険性を基に測定しています。

建物倒壊危険度
　地震の揺れによって建物が壊れたり傾いたりする危険性の度合いを測定したものが「建物倒壊危険
度」です。
　地盤特性、建物量、建物特性を基に測定しています。

※避難や消火・救助活動の困難さを加味
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総合危険度の測定方法 危険度ランクの町丁目数と構成比率

災害時活動困難係数

総合危険度ランク

火災危険量

288
町丁目
5.6%

85
町丁目
1.6%

1,653
町丁目
31.8%

2,344
町丁目
45.2%

822
町丁目
15.8%

地盤特性 建物量 建物特性

地盤増幅率 高い▶◀低い

危険度高

建物棟数密度 高い▶◀低い

危険度高

建物構造 耐震性低い▶◀耐震性高い

危険度高

液状化可能性 高い▶◀低い

出火の
危険性

延焼の
危険性

火気・電熱器等の
保有数 多い▶◀少ない

危険度高

建物棟数密度 高い▶◀低い

危険度高

世帯数 多い▶◀少ない

地盤増幅率 高い▶◀低い

建物構造 耐火性低い▶◀耐火性高い

広い道路・公園 少ない▶◀多い

建築年代 古い▶◀新しい

総合危険度ランク図

危険度ランク

凡例
区市町村界

町丁目界

5（１‒85位）
4（86‒373位）
3（374‒1195位）
2（1196‒2848位）
1（2849‒5192位）

※白抜きは測定対象外の区域

危険性が高い危険性が低い
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